
���������	��
���������������

発行／下妻市議会　発行責任者／議長 野村賢一　編集／議会だより運営委員会
〒 304 － 8501 下妻市大字本城町 2 － 22　電話 （0296） 43 － 2111豎 内線 301・302

��������

���������������������

�������������������

� � � ���������������

����������	
����������

��������������������

� � � ���������������



第  １  6  4  号

定　例　会

２

　

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
っ
て

22

16

開
か
れ
ま
し
た
。

  
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案　

件
、
認
定
９
件
、
報
告
５
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、

１１

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
、
承
認
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

  
な
お
、
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

��������������	��
�����


結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

承　　認

承　　認

承　　認

報告のみ

報告のみ

下妻市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条

例の設定 

下妻市公平委員会設置条例を廃止する条例の設定

下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会共同設置 

常総・下妻学校給食組合の設立

茨城西南地方広域市町村圏事務組合規約の一部変更

下妻地方広域事務組合規約の一部変更

平成１７年度下妻市一般会計補正予算（第４号）

平成１７年度下妻市国民健康保険特別会計補正予算  （第１号）

平成１７年度下妻市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度下妻市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度下妻市水道事業会計補正予算（第２号）

平成１６年度下妻市一般会計歳入歳出決算 

平成１６年度下妻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成１６年度下妻市老人保健特別会計歳入歳出決算

平成１６年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出決算

平成１６年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳出決算

平成１６年度広域老人福祉センター砂沼荘特別会計歳入歳

出決算

平成１６年度下妻市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳

出決算

平成１６年度下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理

事業特別会計歳入歳出決算

平成１６年度下妻市水道事業会計決算

専決処分の承認を求めること

専決処分の承認を求めること

専決処分の承認を求めること

専決処分の報告

平成１６年度下妻市一般会計継続費清算

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

 

認定第８号

認定第９号

報告第９号

報告第１０号

報告第１１号

報告第１２号

報告第１３号

 

平
成　

年
１7

 
第
３
回 

定 

例 

会



１０ しもつま市議会だより１０３

平成16年度一般会計決算に対する賛否討論
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
入
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　

三
位
一
体
改

革
に
よ
り
一
般
財
源
の
大
き
な

柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
や
交
付

税
の
補
て
ん
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債
が
大
幅
に
減
額
と
な
っ

た
。
自
主
財
源
の
大
き
な
柱
で

あ
る
市
税
で
は
、
個
人
住
民
税

は
景
気
低
迷
が
尾
を
引
き
落
ち

込
ん
で
い
る
が
、
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
等

が
持
ち
直
し
市
税
全
体
で
は
、

前
年
比　

％
の
増
と
な
っ
て
い

０.７

る
。
歳
出
で
は
、
児
童
手
当
の

小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
特
例

給
付
の
新
設
に
よ
る
大
き
な
増

額
や
生
活
保
護
費
の
増
額
、
あ

る
い
は
公
債
費
の
増
額
、
更
に

は
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増

額
と
財
政
再
建
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
委
託
料
や
補
助
金
の

　

下
妻
市
の
当
決
算
を
見
る
と
、

地
方
交
付
税
は
前
年
比
３
億
６

百
万
円
余
の
大
幅
減
額
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
減
額
分
を

補
て
ん
す
る
べ
く
、
臨
時
財
政

対
策
債
さ
え
も
２
億
７
百
万
円

余
の
減
額
で
あ
っ
た
。
こ
う
い

う
中
で
、
難
病
患
者
福
祉
手
当

や
身
体
障
害
者
の
福
祉
手
当
な

ど
、
本
来
市
政
が
温
か
い
手
を

差
し
伸
べ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
削

っ
て
執
行
さ
れ
た
の
が
本
決
算

　
　
　
　
　
　
　

の
特
徴
で
あ

　
　
　
　
　
　
　

る
。
市
長
交

見
直
し
や
、
時
間
外
勤
務
手
当

て
の
抑
制
な
ど
を
行
い
経
常
経

費
削
減
を
図
っ
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
は
現
れ
ず
、
経
常
収
支

比
率
は
前
年
度
よ
り
更
に
悪
化

し
、　

・
１
％
と
現
在
の
行
政

９７

水
準
を
維
持
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
状
況
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
の
策
定
な
ど
新
た
な
事
業

に
も
取
り
組
ま
れ
、
前
向
き
の

姿
勢
も
伺
え
る
。
今
後
、
千
代

川
村
と
の
合
併
を
控
え
る
な
か
、

更
な
る
経
常
経
費
削
減
に
取
り

組
ま
れ
、
健
全
財
政
を
確
保
し

つ
つ
、
各
種
事
業
の
推
進
に
努

力
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
当
決

算
に
賛
成
で
あ
る
。

際
費
の
見
直
し
、
そ
し
て
議
会

費
の
海
外
行
財
政
視
察
等
の
中

止
や
各
常
任
委
員
会
ご
と
の
国

内
研
修
の
削
減
な
ど
し
な
が
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な

い
歳
出
の
削
減
を
求
め
る
。
ま

た
、
市
債
へ
の
低
利
へ
の
借
り

替
え
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
も
評

価
す
る
が
、
さ
ら
な
る
努
力
を

求
め
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
い
た

ま
ま
執
行
さ
れ
た
当
決
算
に
は

反
対
で
あ
る
。

歳出 

歳入 

■ 一般会計決算の内訳 ■ 

市　税 地方交付税 市債 その他 

その他 教育費 民生費  総務費 衛生費  土木費 公債費 

県
支
出
金 

国
庫
支
出
金 （31.6％） （23.2％） （11.5％） 

（7.4％） （3.9％） 
（22.4％） 

（12.3％） （9.5％） （11.1％） （13.3％） （13.4％） （15.5％） （24.9％） 

38億617万1,537円 27億9,366万9,000円 

13億9,157万5,000円 

4億6,473万5,692円 8億9,628万1,967円 

26億9,902万613円 

28億6,659万8,139円 

17億8,074万9,261円 

15億3,347万4,994円 

15億2,672万6,182円 

12億8,024万4,015円 

10億9,212万1,931円 

14億1,810万1,841円 
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差　　引　　額歳 出 決 算 額歳 入 決 算 額会　　計　　別

５億５,３４３万７,４４６円１１４億９,８０１万６,３６３円１２０億５,１４５万３,８０９円一　　般　　会　　計

４億５,１２８万９,９９３円３６億２,９３６万６,３５４円４０億８,０６５万６,３４７円国 民 健 康 保 険

７,２０１万７,９８７円３１億８,０７２万１,５２０円３２億５,２７３万９,５０７円老　　人　　保　　健

７,９２７万１,５５５円１７億６,２６３万７,１１２円１８億４,１９０万８,６６７円介　　護　　保　　険

２,６６９万９,３８０円８億５,９３８万３,８７８円８億８,６０８万３,２５８円下　　　　水　　　　道

３２万４,３２８円２,３２７万９,８４５円２,３６０万４,１７３円砂　　　　沼　　　　荘

０円１,６４３万７,５６８円１,６４３万７,５６８円用 地 先 行 取 得

１,４７４万５４５円９,５２９万６,０８２円１億１,００３万６,６２７円東部第一土地区画整理事業

△ ５億９４０万５,８１８円１５億９,８３８万６,８０８円１０億８,８９８万  ９９０円水 道 事 業 会 計

６億８,８３７万５,４１６円２２６億６,３５２万５,５３０円２３３億５,１９０万９４６円合　　　　　　計

一般・特別会計決算

賛
成
反
対



一　般　質　問
　
　
　
　
　
　

身
近
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に

　
　
　
　
　

関
連
す
る
工
場
等
が
な
い

　
　
　
　
　

地
域
で
も
、
学
校
施
設
や

公
共
住
宅
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
の
可
能
性
と
と
も
に
、
住

宅
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
早
急
に
使
用
実
態
や
健
康
被

害
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
施
設

の
暴
露
防
止
対
策
な
ど
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
盧
早
急
な
実

態
把
握
の
た
め
の
調
査
盪
被
害
の
拡
大

防
止
の
た
め
に
、
学
校
等
の
施
設
に
お

け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
及
び
暴
露
防

止
対
策
蘯
住
民
の
不
安
へ
の
対
応
と
し

て
、
健
康
相
談
窓
口
の
開
設
や
情
報
提

供
、
不
安
・
疑
問
に
答
え
る
Ｑ
＆
Ａ
の

公
開
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
現
時
点
で
、
公
共
施

　
　
　
　
　

設
の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

　
　
　
　
　

ト
の
使
用
状
況
の
う
ち
判

明
し
て
い
る
も
の
は
、
市
民
文
化
会
館

１
階
及
び
２
階
機
械
室
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、

発
電
機
室
、
電
気
室
、
３
階
客
席
上
部

鉄
骨
柱
の
一
部
、
市
役
所
本
庁
舎
の
議

場
冷
房
用
機
械
室
が
目
視
に
よ
り
確
認

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
宝
小
学
校
の

職
員
用
更
衣
室
及
び
浄
化
槽
の
機
械
室

に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
可
能
性
の
あ
る

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
吹
き
付
け
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
尚
、
公
共
建
築
物
以
外
に
も

学
校
の
給
食
用
調
理
機
器
の
一
部
に
断

熱
被
覆
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
盪
市
民
文
化

会
館
と
議
場
冷
房
用
機
械
室
に
つ
い
て

は
、
す
ぐ
に
飛
散
す
る
恐
れ
は
少
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
除
去
す
る
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。
大
宝
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量
の
調

査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
学
校
の
給
食
用
調
理
機
器
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

と
金
属
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
飛
散
す
る

可
能
性
は
少
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
早

急
に
新
し
く
入
れ
替
え
る
方
向
で
事
務

を
進
め
て
い
る
。
蘯
現
在
ま
で
健
康
に

関
す
る
各
種
相
談
、
問
い
合
わ
せ
は
な

い
が
、
茨
城
県
で
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
提
供
し
て
お
り
、
一
般
市
民

の
方
の
健
康
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
各
保
健
所
で
受
け
付
け
て
い
る

の
で
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
窓
口
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
情
報
提
供
や
不
安
・
疑
問
に
答

え
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
版
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
、
市
民
の

方
々
の
不
安
に
答
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

現
在
当
市
は
Ｐ
Ｃ
配
水

　
　
　
　
　

池
１
千
立
方
メ
ー
ト
ル
が

　
　
　
　
　

２
基
あ
り
、
２
千
立
方
メ

ー
ト
ル
を
現
在
建
設
中
で
、
高
道
祖
地

区
に
新
た
に
１
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
２

層
式
を
建
設
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
に
は
３
つ
の
疑
問
点
が
あ

る
。
漓
Ｐ
Ｃ
配
水
池
に
は
、
内
部
に
防

水
を
目
的
と
し
た
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装

が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
は
石
油
を
原
料
と
し
た
フ
ェ
ノ
ー
ル

１　

山
中　

祐
子 

議
員

　

１　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
問
題
に

　
　
　

つ
い
て

　

２　

市
立
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て

２　

原
部　
　

司 

議
員　

　

１　

水
道
事
業
に
つ
い
て

　

２　

ご
み
減
量
に
つ
い
て

３　

中
山　

勝
美 

議
員

　

１　

消
費
者
保
護
・
詐
欺
対
策
に
つ

　
　
　

い
て

　

２　

「
下
妻
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
」

　
　
　

に
つ
い
て

　

３　

市
営
墓
地
公
園
の
建
設
に
つ
い

　
　
　

て

４　

笠
島　

道
子 

議
員

　

１　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

２　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

５　

平
井　
　

誠 

議
員

　

１　

日
本
国
憲
法
第
九
条
に
対
す
る

　
　
　

市
長
の
見
解
を
問
う

　

２　

無
年
金
障
害
者
の
救
済
制
度
の

　
　
　

周
知
に
つ
い
て

　

３　

夜
間
応
急
診
療
所
の
小
児
科
診

　
　
　

療
の
復
活
を
求
め
て

　

４　

内
部
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

６　

飯
塚　
　

薫 

議
員

　

１　

ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

２　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

　

３　

砂
、
砂
利
採
取
跡
の
埋
め
戻
し

　
　
　

及
び
宅
地
造
成
に
つ
い
て

７　

粟
野　

英
武 

議
員

　

１　

砂
沼
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

　

２　

町
名
の
呼
称
に
つ
い
て

　

３　

介
護
保
険
（
福
祉
）
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

に
つ
い
て

　

４　

合
併
に
お
け
る
議
員
の
報
酬
に

　
　
　

つ
い
て

８　

増
田　

省
吾 

議
員          　

　

子
供
達
に
夢
の
あ
る
未
来
を
！

　

１　

輝
け
る
新
市
に
向
け
て

　
今
期
定
例
会
で
は
、
８
名
の
議
員 

か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質 

問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 
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アスベストが使用されている議場冷房用
機械室

第  １  6  4  号 ４

一
般
質
問
者
の
氏
名

・
項
目
は
次
の
と
お

り
で
す 
。　

（
通
告
順
）
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原
部　

司 
議
員
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�
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�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　
　
　
　
　
 
山
中
祐
子 
議
員

と
ア
セ
ト
ン
か
ら
合
成
さ
れ
る
ビ
ィ
ス

フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
疑
わ
れ
る
化
学

物
質
や
内
分
泌
錯
乱
作
用
が
疑
わ
れ
る

物
質
の
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
物
質
で

あ
る
。
人
体
に
は
大
量
の
ホ
ル
モ
ン
用

物
質
よ
り
少
量
の
ホ
ル
モ
ン
用
物
質
の

方
が
危
険
な
場
合
も
あ
り
、
危
惧
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
滷
Ｐ
Ｃ
配
水
池
は　
40

年
間
の
ス
パ
ン
で
見
た
場
合
、
建
設
費
、

維
持
管
理
費
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
約

１
億
２
千
万
円
か
か
る
が
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
配
水
池
の
場
合
、
２
、
３
割
安
く

な
る
。
澆
災
害
、
特
に
地
震
に
対
し
て



強
度
の
問
題
が
あ
る
と
疑
わ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
Ｐ
Ｃ
配
水
池
よ
り
ス
テ
ン
レ

ス
製
配
水
池
の
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
茨
城
県
で
は
既
に
常
陸
太
田
市
な

ど
が
ス
テ
ン
レ
ス
製
配
水
池
を
使
用
し

て
お
り
、
今
後
は
各
市
町
村
に
も
普
及

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
当
市

の
Ｐ
Ｃ
配
水
池
の
現
況
と
今
後
の
配
水

池
建
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。  

　
　
　
　
　
　

配
水
池
の
構
造
に
は
大

　
　
　
　
　

き
く
分
け
て
３
タ
イ
プ
が

　
　
　
　
　

あ
る
。
１
つ
目
は
Ｒ
Ｃ
構

造
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
も

の
、
２
つ
目
は
Ｐ
Ｃ
構
造
（
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
）
の
も
の
、

３
つ
目
は
金
属
を
躯
体
と
し
た
タ
イ
プ

で
、
代
表
的
な
の
は
ス
テ
ン
レ
ス
材
を

使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
砂
沼

浄
水
場
内
に
お
い
て
容
量
２
千
ト
ン
規

模
が
１
基
、
３
千　

ト
ン
規
模
が
１
基
、

７００

計
２
基
の
配
水
池
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
Ｐ
Ｃ
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
、

２
千
ト
ン
規
模
の
３
号
配
水
池
を
発
注

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
選
定
は
、
安
全
な

水
道
水
の
供
給
を
念
頭
に
置
き
、
建
設

コ
ス
ト
、
耐
久
性
及
び
全
国
的
な
施
工

一　般　質　問

しもつま市議会だより5

実
績
等
を
条
件
に
比
較
検
討
し
、
そ
の

結
果
、
Ｐ
Ｃ
構
造
を
採
用
す
る
に
至
っ

た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
水
道

水
の
安
定
供
給
と
災
害
等
へ
の
備
え
と

し
て
高
道
祖
、
大
宝
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

１
千
ト
ン
規
模
で
１
基
ず
つ
計
画
し
て

い
る
配
水
池
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安

全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
建
設
費
用
や
維
持
管
理
費
用

等
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
、
施
工
性
及
び

耐
震
性
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す

る
と
と
も
に
、
景
観
に
も
配
慮
し
な
が

ら
最
も
適
切
な
配
水
池
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

  　
　
　
　
　
　

自
然
環
境
豊
か
な
下
妻

　
　
　
　
　

市
に
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り

　
　
　
　
　

を
し
よ
う
と
、
最
近
、「
下

妻
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
研
究
会
」
が
市

民
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た
。
研
究
会
で

は
、
会
員
が
ホ
タ
ル
の
飼
育
、
カ
ワ
ニ

ナ
の
捕
獲
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
そ
こ
で
、
盧
漓
ビ
ア
ス
パ
ー

ク
内
に
ホ
タ
ル
の
成
育
環
境
整
備
を
し

て
、
研
究
会
や
市
民
が
育
て
た
ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
放
流
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。
滷
そ
の
費
用
に

つ
い
て
は
、
譁
ふ
れ
あ
い
下
妻
で
拠
出
、

あ
る
い
は
譁
ふ
れ
あ
い
下
妻
か
ら
の
基

金
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ

う
し
た
事
業
に
国
や
県
の
補
助
金
が
あ

る
か
。
盪
自
然
環
境
教
育
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
小
中
学
校
に
仮
称
「
ほ
た

る
の
飼
育
ク
ラ
ブ
」
を
創
設
し
て
、
命

の
大
切
さ
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
漓
ホ
タ
ル
の
飼
育
を

　
　
　
　
　

行
な
う
こ
と
に
よ
り
自
然

　
　
　
　
　

環
境
の
大
切
さ
を
普
及
さ

せ
る
と
い
う
、
よ
り
よ
い
環
境
作
り
の

活
動
に
対
し
て
は
、
譁
ふ
れ
あ
い
下
妻

と
し
て
も
共
感
で
き
る
の
で
、
研
究
会

参
加
の
検
討
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
等
の
不
明
な

点
が
多
い
こ
と
か
ら
具
体
的
な
内
容
が

示
さ
れ
た
と
き
に
取
締
役
会
で
協
議
、

検
討
し
た
い
と
の
考
え
で
あ
る
。
滷
基

金
の
目
的
は
将
来
予
想
さ
れ
る
大
規
模

修
繕
に
対
応
す
る
た
め
の
基
金
な
の
で
、

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
事
業
化
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
対
象

と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
み
ん
な
で

進
め
る
村
づ
く
り
事
業
の
中
に
、
農
村

地
域
に
お
い
て
自
然
環
境
を
整
備
す
る

内
容
の
交
流
活
動
支
援
型
事
業
が
あ
る

の
で
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。
盪
「
ほ

た
る
の
飼
育
ク
ラ
ブ
」
の
創
設
は
、
子

供
た
ち
の
自
然
体
験
活
動
の
一
環
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
業
を

実
践
す
る
た
め
に
は
、
ホ
タ
ル
の
飼
育

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
の
取
得
、
年

間
を
通
し
て
飼
育
で
き
る
校
内
体
制
の

整
備
及
び
予
算
等
の
問
題
な
ど
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
く
つ
か
の
課

題
が
あ
る
が
、
「
下
妻
ほ
た
る
の
里
づ

く
り
研
究
会
」
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
事
業
の
実
践
に
向
け
て
積
極
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
下
妻
市
障
害
者
プ
ラ

　
　
　
　
　

ン
は
、
平
成　

年
に
策
定
、

１１

　
　
　
　
　

計
画
期
間
は
平
成　

年
度

20

ま
で
の　

年
間
と
さ
れ
て
い
る
。
平
成

１０

　

年
度
か
ら
は
支
援
費
制
度
が
始
ま
り
、

１５障
害
者
行
政
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
も
、
障
害
を
持
つ
方
へ

の
対
応
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
障
害
者
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
見
直
し
は
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

施
設
や
道
路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
状
況
な

ど
も
含
め
て
、
障
害
者
プ
ラ
ン
が
掲
げ

た
計
画
に
対
し
て
、
現
時
点
に
お
け
る

到
達
度
は
ど
の
程
度
か
伺
い
た
い
。
盪

普
通
自
動
車
税
は
、
障
害
者
本
人
の
所

有
で
な
く
て
も
生
計
同
一
証
明
が
あ
れ

ば
減
免
に
な
る
が
、
軽
自
動
車
税
は
、

　

歳
以
上
の
障
害
者
は
、
原
則
と
し
て

１８障
害
者
本
人
が
所
有
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
障
害
者
本
人
が
所
有
者
で
な

く
て
も
、
同
一
世
帯
の
者
が
車
を
所
有

し
、
そ
の
障
害
者
の
た
め
に
車
を
使
う

場
合
に
は
、
減
免
制
度
の
枠
を
広
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

障
害
者
プ
ラ
ン
の
到
達

　
　
　
　
　

度
に
つ
い
て
は
、
漓
教
育

　
　
　
　
　

育
成
の
充
実
で
は
、
教
育

委
員
会
で
の
就
学
相
談
、
福
祉
事
務
所

で
の
進
路
相
談
等
を
実
施
滷
雇
用
・
就

労
の
促
進
で
は
、
夢
工
房
お
お
ぞ
ら
や

精
神
障
害
者
福
祉
作
業
所
、
知
的
障
害

者
授
産
施
設
の
開
設
澆
保
健
・
医
療
の

充
実
で
は
、
乳
幼
児
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
、
早
期
療
育
の
取
り
組
み
潺
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
は
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
、
お
む
つ
代
な
ど
各
種
助
成
、
手

当
の
支
給
を
実
施
潸
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
と
社
会
参
加
の
促
進

で
は
、
公
共
施
設
を
中
心
に
段
差
の
解

消
や
ト
イ
レ
の
設
置
、
日
頃
個
人
で
は

利
用
し
に
く
い
飛
行
機
、
新
幹
線
な
ど

を
利
用
す
る
夢
お
お
ぞ
ら
事
業
な
ど
を
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中
山
勝
美 
議
員
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研究会が先進地を視察（東京都新宿区）

下妻市福祉作業所 夢工房「おおぞら」
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議
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一　般　質　問
　
　
　
　
　
　

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
　
　
　
　

は
今
年
４
月
か
ら
実
施
さ

　
　
　
　
　

れ
た
。
こ
の
制
度
に
つ
い

て
、
新
聞
記
事
に
「
６
月
末
ま
で
の
請

求
者
は
全
国
で
６
、
３
８
６
人
で
、
対

象
者
の
４
分
の
１
に
し
か
達
し
て
い
な

い
。
国
民
年
金
は
現
在
は　

歳
以
上
の

２０

全
国
民
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
学
生
は　

年
３
月
ま
で
、
主
婦
は

１９９１

　

年
３
月
ま
で
は
任
意
加
入
だ
っ
た
。

１９８６こ
の
時
期
に
障
害
を
負
っ
て
無
年
金
に

な
っ
た
人
が
対
象
で
、
学
生
で
約
４
千

人
、
主
婦
で
約
２
万
人
の
計
２
万
４
千

人
の
対
象
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
給
付
金
は
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

月
額
４
、
５
万
円
支
給
さ
れ
る
が
、
請

求
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
る
た

め
、
社
会
保
険
庁
は
書
類
が
不
備
で
も
、

ま
ず
市
区
町
村
の
窓
口
に
請
求
を
と
呼

び
か
け
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、

さ
ら
に
東
京
の
障
害
年
金
改
正
を
進
め

る
会
の
話
と
し
て
「
元
学
生
の
関
心
は

高
い
が
、
主
婦
は
自
分
が
対
象
で
あ
る

こ
と
さ
え
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

障
害
者
は
手
帳
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
対
象
に
な
り
そ
う
な
人
に
は
個
別
の

確
認
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
」

と
あ
っ
た
。
当
市
の
保
険
年
金
課
の
窓

口
に
は
特
別
障
害
給
付
金
の
チ
ラ
シ
が

置
い
て
あ
る
が
、
目
に
付
き
に
く
い
。

全
国
に
２
万
４
千
人
か
ら
の
対
象
者
が

い
る
と
す
れ
ば
、
下
妻
市
民
の
中
に
も

対
象
者
が
い
る
可
能
性
は
高
い
。
広
報

紙
で
の
お
知
ら
せ
や
障
害
者
関
係
団
体

の
周
知
な
ど
取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
　
　
　
　

は
平
成　

年
４
月
１
日
か

１７

　
　
　
　
　

ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
支

給
対
象
者
は
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国

民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

及
び
昭
和　

年
３
月
以
前
に
国
民
年
金

６１

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
の
加
入
者
の
配
偶
者
で
あ
っ

て
、
当
時
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
そ
の
傷

病
に
よ
り
現
に
障
害
基
礎
年
金
１
級
及

び
２
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方

々
が
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、　

歳
に

６５

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
障
害
状

態
に
該
当
さ
れ
た
方
に
限
ら
れ
て
い
る
。

請
求
手
続
き
の
窓
口
は
住
所
地
の
市
町

村
役
場
で
請
求
書
の
受
付
は
平
成　

年
１７

４
月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
た
。
制

度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
お
知
ら
せ
版

へ
の
掲
載
及
び
チ
ラ
シ
の
配
布
を
通
じ

て
制
度
の
周
知
広
報
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
対
象
者
か
ら
の

早
期
の
請
求
手
続
き
及
び
請
求
漏
れ
が

な
い
よ
う
広
報
紙
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
制
度
の
周
知
広
報
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

社
会
情
勢
の
進
展
に
伴

　
　
　
　
　

い
、
市
街
地
の
拡
大
や
農

　
　
　
　
　

村
地
域
の
混
住
化
が
進
み
、

汚
れ
が
進
む
用
水
路
、
就
農
者
の
高
齢

化
、
そ
し
て
後
継
者
不
足
、
ま
た
、
ウ

ル
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
よ
る
農
産
物
の
一

部
自
由
化
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

農
業
を
近
代
化
し
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
機
械
化
や
耕
地
の
効

率
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
る
区
画
整
理

や
、
用
排
水
路
、
農
道
の
整
備
は
そ
の

基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
下
妻
市
で

は
、
現
在
、
大
宝
地
区
や
騰
波
ノ
江
地

区
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ

場
整
備
事
業
面
積
は
ど
れ
く
ら
い
に
な

る
の
か
。
農
振
用
農
地
区
域
内
の
何
％

に
な
る
の
か
。
茨
城
県
全
体
の
ほ
場
整

備
率
に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て

い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
最
近
、

豊
加
美
地
区
や
総
上
地
区
で
の
集
落
増

な
ど
、
基
礎
的
な
生
活
環
境
施
設
整
備

や
畑
地
の
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
の

要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

ほ
場
整
備
事
業
の
整
備

　
　
　
　
　

率
は
、
茨
城
県
全
体
で
は

　
　
　
　
　

平
成　

年
度
現
在
で
、
水

１５

田
８
３
、
５
０
７
ｈ
ａ
の
う
ち
、　

ａ
３０

区
画
以
上
の
整
備
済
み
面
積
は
６
４
、

１
２
６
ｈ
ａ
、
整
備
率
は　

・
８
％
で

７６

あ
る
。
当
市
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
平

成　

年
度
現
在
で
水
田
１
、
６
２
１
ｈ

１５
ａ
の
う
ち
、
整
備
済
み
面
積
は
１
、
１

４
３
ｈ
ａ
、
整
備
率
は　

・
５
％
で
あ

７０

る
。
尚
、
現
在
の
ほ
場
整
備
事
業
実
施

地
区
は
騰
波
ノ
江
地
区
が
平
成
８
年
度

か
ら
、
大
宝
地
区
が
平
成　

年
度
か
ら

１４

実
施
し
て
お
り
、
騰
波
ノ
江
地
区
に
お

い
て
は
、
本
年
度
か
ら　

ｈ
ａ
の
農
地

３６１

全
域
で
集
団
化
さ
れ
た
新
し
い
農
地
で

耕
地
が
可
能
と
な
っ
た
。
更
に
今
後
、
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大
宝
沼
地
区
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
地
区
が
完
了
す
る
と
整
備
率

は　

％
と
な
り
、
県
平
均
を
上
回
る
も

８.５
の
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
の
ほ
場
整
備
率
に

つ
い
て
は
、
ほ
場
整
備
事
業
区
域
内
は

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
同
数
字
の
整
備
率
と

な
っ
て
い
る
。
騰
波
ノ
江
、
大
宝
、
大

宝
沼
に
続
く
総
上
地
区
等
の
今
後
の
ほ

場
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
財
政
事
情

を
見
て
の
計
画
と
な
る
の
で
、
ご
理
解

願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

合
併
後
の
議
員
報
酬
は
、

　
　
　
　
　

合
併
関
係
市
町
村
で
協
議

　
　
　
　
　

し
て
決
め
る
が
、
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
は
倍
以
上
違
う
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
上
が
る
側
は
い
い
が
、
下
が

る
側
の
議
員
か
ら
は
当
然
不
満
が
出
て

く
る
。
行
政
区
域
、
人
口
と
も
広
が
る

実
施
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
到
達
度
は
概
ね
目
標
に
沿
っ
て

実
現
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
な
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
障
害
者
自
立
支
援
法
案

の
動
向
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
成

り
行
き
を
見
な
が
ら
、
平
成　

年
度
中

１８

の
策
定
を
念
頭
に
準
備
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
盪
軽
自
動
車
税
は
、

知
的
障
害
者
及
び
未
成
年
者
の
た
め
の

自
動
車
は
、
本
人
で
な
く
て
も
一
定
の

条
件
で
免
除
に
な
る
。
そ
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
の
条
例
に
基
づ
い
て

免
除
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
平
成　

年
度
末
現
在
の
実
績
と

１６

し
て
は
、
自
動
車
税
減
免
の
件
数
が　
３６９

件
、
軽
自
動
車
税
は　

件
と
な
っ
て
い

３２

る
。
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の
で
、
高
い
方
に
合
わ
せ
る
の
が
当
然

だ
と
の
議
員
側
の
意
見
に
対
し
て
、
財

政
的
に
厳
し
い
の
で
合
併
し
た
の
だ
か

ら
、
在
任
特
例
な
ら
低
い
方
に
合
わ
せ

て
当
然
と
の
批
判
が
市
民
か
ら
出
た
り

し
て
い
る
。
こ
の
報
酬
の
問
題
は
私
た

ち
の
問
題
で
あ
る
が
、
公
の
立
場
で
な

か
な
か
話
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
合
併

後
ま
で
ず
れ
込
ん
で
の
議
案
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
下
妻
市
の
合

併
の
場
合
は
、
２
市
村
合
併
で
あ
り
、

一
度
は
白
紙
に
な
っ
た
合
併
を
両
市
村

の
首
長
、
議
会
及
び
関
係
者
の
努
力
で

図
ら
ず
も
千
代
川
村
と
の
合
併
が
ま
と

ま
っ
た
こ
と
に
重
い
も
の
が
あ
る
こ
と

を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。
新
市
の
効
率
よ

い
議
会
運
営
を
鑑
み
た
場
合
、
現
状
維

持
で
下
妻
市
に
合
わ
せ
る
と
い
う
の
が
、

下
妻
市
、
千
代
川
村
に
と
っ
て
も
必
要

最
悪
の
改
善
策
と
考
え
る
。
新
市
の
議

会
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
、
市

村
民
に
と
っ
て
も
合
併
し
て
良
か
っ
た

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か

と
確
信
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
、
多
く

　
　
　
　
　
　

盧
現
在
は
年
齢
に
関
係

　
　
　
　
　

な
く
、
い
つ
障
害
者
に
な

　
　
　
　
　

る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ

だ
け
病
気
や
け
が
や
事
故
が
身
近
に
潜

在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
当
市
に
お
い

て
、
健
康
増
進
施
策
や
予
防
施
策
の
位

置
づ
け
、
展
開
、
成
果
、
課
題
は
ど
う

な
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、
予
防
を
徹

底
し
、
元
気
な
人
々
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

へ
の
創
造
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。
盪
子
供
達
の
家
庭
教
育
や
学
校

教
育
の
も
と
が
大
人
社
会
や
社
会
教
育

で
あ
り
、
子
供
達
に
一
番
影
響
が
あ
る

の
が
親
や
大
人
社
会
だ
と
思
う
。
子
供

達
の
こ
と
を
考
え
る
以
上
に
大
人
達
の

品
性
や
礼
節
を
高
め
る
社
会
教
育
の
充

実
徹
底
を
図
ら
な
け
れ
ば
日
本
が
だ
め

に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。
国
が

取
り
組
む
問
題
な
ど
と
思
わ
ず
に
、
地

方
か
ら
率
先
し
て
取
り
組
む
重
要
な
問

題
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。
そ
の
問
題

へ
の
取
り
組
み
、
成
果
、
今
後
取
り
組

む
新
た
な
施
策
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺
い

た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
市
で
は
保
健
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

ー
を
中
心
と
し
て
妊
産
婦
、

　
　
　
　
　

乳
幼
児
、
老
人
保
健
な
ど

生
涯
を
通
じ
た
健
康
支
援
施
策
、
保
健

衛
生
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
健
診
事
業
、
予
防
接
種
事
業
の
ほ

か
各
種
教
室
等
を
開
催
し
、
相
談
と
指

導
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
と
も
市
民

ひ
と
り
一
人
の
健
康
に
関
す
る
意
識
を

高
め
る
事
業
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

一
層
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
疾
病
を
予
防
す
る
一
次
予
防

に
重
点
を
置
い
た
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
盪
現
代
の
子
供
達
の
品
性

や
礼
節
の
希
薄
化
の
要
因
は
、
家
庭
教

育
の
低
下
や
子
供
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
悪
化
な
ど
、
大
人
の
生
活
態
度
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い

る
。
今
こ
そ
大
人
は
子
供
達
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
生
活
態
度
を
心
が
け
る
と

と
も
に
、
品
性
や
礼
節
の
欠
如
し
た
子

供
達
に
直
接
注
意
、
指
導
す
る
よ
う
な

教
育
に
適
し
た
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
当
市
と
し
て
は
、

本
年
３
月
に
作
成
し
た
下
妻
市
次
世
代

育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
を
基
本
に
各

種
事
業
を
推
進
す
る
中
で
、
特
に
品
性
、

礼
節
の
向
上
を
意
識
し
な
が
ら
各
活
動

を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

品
性
、
礼
節
に
関
す
る
文
化
講
演
等
の

開
催
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
に
、
関
係
者
と

協
議
を
し
な
が
ら
１
人
で
も
多
く
の
市

民
が
品
性
と
礼
節
の
あ
る
生
活
に
心
が

け
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
下
妻
を
目

指
し
て
一
層
努
力
し
た
い
。
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下妻市大字下妻戊１４６番地９

　新下子町第一自治区

          区長　澤部　昭　外２５名

道路改修についての請願書

請 願・陳 情 の 審 議 結 果

の
市
民
の
厳
し
い
意
見
が
あ
る
こ
と
も

承
知
し
て
い
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

第
２
回
合
併
協
議
会
の

　
　
　
　
　

中
で
、
特
別
職
の
職
員
の

　
　
　
　
　

報
酬
に
つ
い
て
は
、
同
規

模
自
治
体
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
額

を
参
考
に
調
整
す
る
と
し
た
調
整
方
針

が
定
め
ら
れ
た
。
平
成　

年
６
月
２
日

１７

の
第
５
回
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
両

市
村
の
学
識
経
験
者
６
人
に
よ
る
小
委

員
会
を
設
置
し
、
審
議
す
る
こ
と
と
し

た
。
８
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
第
６
回

１０

合
併
協
議
会
に
お
い
て
小
委
員
会
の
審

議
結
果
が
報
告
さ
れ
、
審
議
結
果
を
も

と
に
特
別
職
の
報
酬
の
取
り
扱
い
が
協

議
さ
れ
た
が
、
関
係
機
関
の
調
整
等
、

更
に
審
議
が
必
要
と
継
続
協
議
と
な
り
、

８
月　

日
開
催
の
第
７
回
合
併
協
議
会

３１

に
お
い
て
も
、
同
様
に
継
続
協
議
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
議
員
の
報
酬
を

含
む
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
条

例
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
今
回

の
特
別
職
の
報
酬
等
に
つ
い
て
は
、
合

併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
た
ら
、
他
の
条

例
と
同
様
に
議
会
に
提
案
す
る
の
で
ご

理
解
願
い
た
い
。
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海外行財政視察・議会日誌

８

　

日　

市
議
会
月
例
会

１９
　
　
　

総
務
委
員
会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
臨
時
会 

２４５
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日
〜　

日　

平
成　

年
第
３
回
下
妻

２２

１７

　
　
　

市
議
会
定
例
会

７
日　

本
会
議
、
議
案
上
程
、
説
明

８
日　

本
会
議
、
議
案
質
疑

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

９
日　

産
業
経
済
委
員
会

　
　
　

建
設
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１２
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１４
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１５
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１６
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

２０
　

日　

本
会
議
、
委
員
長
報
告
、
質
疑 

２２
　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

　

日
〜　

月
２
日　

茨
城
県
市
議
会
議

２５

１０

　
　
　

長
会
行
財
政
視
察
（
カ
ナ
ダ
）

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局

１３
　
　
　

長
会
議　
　
　
　
　
　
　
　

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

１９
　

日　

市
議
会
月
例
会

２４
　
　
　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

　

日
〜　

日　

総
務
委
員
会
行
政
視
察

２５

２７

　
　
　

（
北
海
道
根
室
市
／
北
海
道
釧

　
　
　

路
市
）

　
　
　

建
設
委
員
会
行
政
視
察
（
島
根

　
　
　

県
松
江
市
／
鳥
取
県
境
港
市
）

　

日　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
事
務

３１
　
　
　

局
長
会
議

　

晩
秋
を
迎
え
、
日
増
し
に
寒
さ
が
感

じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
台
風
の
発
生
数
は
昨
年
よ

り
は
少
な
く
、
日
本
列
島
へ
の
接
近
や

上
陸
し
た
台
風
も
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
一
部
の
県
に
お
い
て
は
台
風
で
の

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
等
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
に
対
し
、
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
今
号
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成　

年
１６

度
下
妻
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

審
議
を
は
じ
め
請
願
・
陳
情
な
ど
の
審

議
結
果
の
内
容
に
つ
い
て
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
も
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

市議会を
傍聴してみませんか

●次の定例会は12月8日から
12月 19日までの１2日間の予
定です。なお、一般質問は
12月14日、 15日の2日間の予
定です。
（上記日程は変更する場合があります。）
平成17年 第3回（9月）定例会の傍聴
者は、12人でした。

※問い合せ先：下妻市議会事務局
　　　0296－43－2111
　　　　　内線301・ 302

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

カ
ナ
ダ
行
財
政
調
査
視
察
団
総
勢　

名
１７

は
、
去
る
平
成　

年
９
月　

日
か
ら　

１７

25

１０

月
２
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
り
、
カ

ナ
ダ
に
お
い
て
行
財
政
視
察
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
団
の
目
的
は
、
カ
ナ
ダ
各

都
市
（
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
・
カ
ル
ガ
リ

ー
市
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
）
の
実
情
を

つ
ぶ
さ
に
視
察
し
て
見
聞
を
広
め
、
今

後
の
自
治
運
営
と
都
市
行
政
の
推
進
に

資
す
る
と
共
に
、
行
政
担
当
者
、
議
会

関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
相
互

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
併
せ
て
国

際
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
本
市
か
ら
は
、
野
村
賢
一
議
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
訪
問
し
た
エ
ド
モ
ン
ト

ン
市
で
は
議
会
を
表
敬
訪
問
し
、
行

政
組
織
と
管
理
シ
ス
テ
ム
、
議
会
の

構
成
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
大
規
模

商
業
施
設
、
ウ
エ
ス
ト
エ
ド
モ
ン
ト

ン
モ
ー
ル
を
視
察
し
ま
し
た
。
続
い

て
カ
ル
ガ
リ
ー
市
を
表
敬
訪
問
し
、

市
内
事
情
を
視
察
し
ま
し
た
。
最
後

　
　
　
　
　

に
訪
問
し
た
バ
ン
ク
ー

　
　
　
　
　

バ
ー
市
で
は
現
地
日
系

　
　
　
　
　

団
体
の
日
系
文
化
協
会

　
　
　
　
　

及
び
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

　
　
　
　
　

議
会
へ
表
敬
訪
問
し
ま

　
　
　
　
　

し
た
。
ま
た
現
地
日
系

　
　
　
　
　

企
業
の
オ
ー
ケ
ー
商
事

　
　
　
　
　

譁
を
訪
問
し
、
現
地
の

　
　
　
　
　

社
会
・
経
済
状
況
に
つ

　
　
　
　
　

い
て
説
明
を
受
け
、
意

　
　
　
　
　

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

こ
の
視
察
団
の
目
的

　
　
　
　
　

は
充
分
に
達
成
で
き
た

　
　
　
　
　

も
の
と
確
信
し
、
帰
国

　
　
　
　
　

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報

　
　
　
　
　

告
い
た
し
ま
す
。
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海
外
行
財
政
視
察

　
  　
 
国
際
交
流
を
深
め
て
帰
国

カナダ　エドモントン市にて


